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○１６８
　環境省が平成２７年１月に公表した「一般廃棄物の排出
及び処理状況等（平成２５年度速報値）」によると、人口

１０万人以上５０万人未満の自治体のうちで、小金井市は「１人１日当たりのごみ排出量」が
全国で１番少なく、「リサイクル率」も全国で１番高い結果となりました。
　これは、市民の皆さんが、日ごろよりごみの減量・資源化の推進に取り組んでいただい
ている成果であり、ご理解・ご協力に深く感謝申し上げます。
　本欄では、燃やすごみの排出量（家庭系）を月１,０００ｔ未満とすることを目標としていま
すが、平成２６年１２月の集計結果は１,１２９ｔ（平成２５年は１,０６０ｔ）と目標を達成することがで
きませんでした。市民１人１日当たりに換算すると排出量は３１０ｇ（平成２５年は２９２ｇ）で
す。平成２６年４月～１２月の燃やすごみ（家庭系）排出量の合計を昨年度と比較すると、微
増傾向となっています。人口増の影響も考えられますが、市民一人ひとりが今一度、危機
感を持ってごみ減量に取り組んでいただくようお願いします。本市の可燃ごみ処理に関し
ては、多摩地域の各団体のご支援により滞りなく処理することができています。施設周辺
にお住まいの皆様および関係者の皆様に感謝申し上げます。また環境への負担を軽減し、
持続可能な循環型社会を形成するためにも、さらなる発生抑制と分別の徹底に積極的に取
り組んでいかなければなりません。市民の皆さんのご理解・ご協力をお願いします。

燃やすごみ地区別1人1日当たりの
排出量

月・水・木・土地区 306 317 △11

（単位：g）

地　　区
火・金地区 315 265 50

武蔵小金井 東小金井

12月 前年同月

不燃系ごみ
（市内全域） 99 110 △11

増減量

前年同月増減量

１か月の燃やすごみ
収集量（市内全域）

1,129t 1,060t 69t

増減量12月 前年同月

12月

やった
減量成功

去年より
増えちゃった

　春の一大イベントである桜まつりが４月３日（金）～５日
（日）に江戸東京たてもの園前広場（都立小金井公園内）で
開催されます。
　舞台、本部、縁日コーナーなどのスタッフとして活躍して
みませんか。
対　象　期間中の午前９時～午後７時（日時調整可）に会場
でスタッフとして参加できるおおむね１５～７０歳の市内在住・
在勤・在学の方
定　員　１０人程度
その他　説明会の日程は、別途連絡します。
申　込　２月２７日（消印有効）までに、はがきに「桜まつり
ボランティア希望」・住所・氏名・年齢・電話番号を明記し、
観光協会（〒１８４−０００４本町６−５−３シャトー小金井１階
☎０４２−３１６−３９８０）へ。

第61回 小金井桜まつり
ボランティアスタッフを募集します

第61回 小金井桜まつり
ボランティアスタッフを募集します

第61回 小金井桜まつり
ボランティアスタッフを募集します

第61回 小金井桜まつり
ボランティアスタッフを募集します

　

今
回
は
、　

作
品
の
応
募
が

２４３

あ
り
ま
し
た
。
ご
応
募
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

応
募
作
品
に
対
し
、
ご
み
対

策
課
で
の
一
次
選
考
、
廃
棄
物

減
量
等
推
進
審
議
会
で
の
最
終

選
考
を
行
っ
た
結
果
、
次
の
か

た
が
た
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
ご
み
・
リ
サ
イ

ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
表
紙
に
、
優

秀
賞
は
裏
表
紙
に
掲
載
し
ま

す
。

【
最
優
秀
賞
】

▽　

桜
井
裕
雨
さ
ん

　

（
緑
小
学
校
４
年
生
）

【
優
秀
賞
】

▽　

小
町
優
奈
さ
ん

　

（
第
二
小
学
校
５
年
生
）

▽　

灰
崎
琳
子
さ
ん

　

（
緑
小
学
校
６
年
生
）

▽　

鎌
田
涼
花
さ
ん

　

（
緑
小
学
校
４
年
生
）

▽　

高
井
楓
眞
さ
ん

　

（
緑
小
学
校
４
年
生
）

▽　

阿
地
四
恩
さ
ん

　

（
南
小
学
校
４
年
生
）

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

表彰式のために市役所を訪れた
受賞者の皆さん

表
紙
絵
の
作
品
入
賞
者
決
定

平
成　

年
度
版
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー 

２７

り
ま
す
。

　

な
お
、
２
月
下
旬
～
５
月
下
旬

は
、
窓
口
が
大
変
込
み
合
い
ま
す

の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

【
転
出
届
】

　

小
金
井
市
か
ら
ほ
か
の
市
区
町

村
へ
転
出
す
る
と
き
は
、
引
っ
越

し
日
と
引
っ
越
し
先
の
住
所
が
決

ま
っ
た
ら
、
あ
ら
か
じ
め
転
出
の

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
急

な
異
動
で
事
前
に
手
続
き
を
す
る

時
間
が
な
い
よ
う
な
場
合
は
、
引

っ
越
し
日
か
ら　

日
以
内
に
届
け

１４

出
て
く
だ
さ
い
）

　

転
出
先
が
国
内
で
あ
れ
ば
「
転

出
証
明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
住
基
カ
ー
ド
）
の
交
付
を
受
け

て
い
る
方
は
、
転
出
証
明
書
の
交

付
が
不
要
な
特
例
転
出
が
行
え
ま

す
。
特
例
転
出
を
希
望
す
る
方

は
、
郵
送
等
で
特
例
転
出
届
を
行

え
ば
、
転
出
証
明
書
の
交
付
を
受

け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
転
出
し
て
か
ら　

日
１４

を
経
過
し
て
い
る
と
特
例
転
出
は

で
き
ま
せ
ん
。

【
転
入
届
】

　

小
金
井
市
に
転
入
し
た
と
き

は
、
前
住
所
地
か
ら
転
出
証
明
書

を
取
り
、
市
内
に
住
み
始
め
た
日

か
ら　

日
以
内
に
、
転
入
の
届
け

１４

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

前
住
所
地
で
特
例
転
出
し
て
い

る
方
は
、
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
特
例
転
出
を
し
て
い
な

い
方
も
、
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
、
手
続
き
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

【
転
居
届
】

　

市
内
で
住
所
を
変
え
た
と
き

は
、
新
し
い
住
所
に
住
み
始
め
た

日
か
ら　

日
以
内
に
、
転
居
の
届

１４

け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
は
、
住
基
カ
ー
ド
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
顔
写
真
付
き

住
基
カ
ー
ド
等
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
保
険
証
等
の
顔
写
真
が

な
い
も
の
１
点
の
み
で
は
、
手
続

き
が
完
了
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
際
は
、
口
頭
で
の
質
問

や
照
会
書
に
よ
る
本
人
確
認
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）

３８７

 
〈
住
所
の
異
動
〉

　

引
っ
越
し
を
し
た
と
き
は
、
届

出
期
間
内
に
住
所
の
異
動
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

在
留
カ
ー
ド
等
を
お
持
ち
の
外

国
人
の
方
も
届
け
出
が
必
要
と
な

引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

住
所
異
動
の
手
続
き
を
忘

れ
ず
に

〈
そ
の
他
の
届
け
出
〉

　

住
所
は
変
わ
ら
な
い
が
、
世
帯

主
が
変
わ
っ
た
り
、
生
計
が
別
だ

っ
た
人
が
同
一
世
帯
に
な
っ
た
と

き
な
ど
は
、　

日
以
内
に
届
け
出

１４

て
く
だ
さ
い
。

〈
申
請
で
き
る
方
〉

　

本
人
ま
た
は
小
金
井
市
で
同
一

世
帯
の
方
（
転
居
届
は
転
居
後
に

同
一
世
帯
の
方
）

※　

こ
れ
以
外
の
第
三
者
が
届
け

出
を
行
う
場
合
に
は
委
任
状
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
先　

市
民
課
市
民
係
（
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
３
０
）

３８７

 
募
集
戸
数　

２
戸

住
宅
名

① 

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
小
金
井

（
緑
町
４
儿　

儿　

）
＝
１
Ｄ

１２

１６

Ｋ
（
約　

・　

平
方
㍍
）

３８

４５

②　

ボ
ヌ
ー
ル
は
け
の
道
（
前
原

町
３
儿　

儿　

）
＝
１
Ｄ
Ｋ

２３

２０

（
約　
・
２
平
方
㍍
。
２
階
）

３０

家　

賃　

①
２
万
６
千　

円
～
４

１００

万
６
千　

円
（
共
益
費
５
千　

円

５００

１００

含
む
）
②
１
万
６
千
円
～
３
万
１

高
齢
者
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

千　

円
５００

入
居
予
定
日　

４
月
上
旬
～
中
旬

申
込
資
格　

次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方

❶ 

申
込
者
が　

歳
以
上
の
ひ
と

６５

り
暮
ら
し
ま
た
は　

歳
以
上
の

６５

方
を
含
む　

歳
以
上
の
２
人
世

６０

帯
で
、
市
内
に
引
き
続
き
３
年

以
上
居
住
し
て
い
る
方
（
所
得

制
限
が
あ
り
ま
す
）

❷ 

自
立
し
て
い
る
方
で
次
の
い

ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
、
代
替

え
の
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
が

困
難
な
方

▽ 

１
年
以
内
に
立
ち
退
く
よ
う

に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

▽ 

住
宅
の
老
朽
化
や
、
浴
室
が

な
い
な
ど
に
よ
り
、
安
全
や
衛

生
上
の
問
題
が
あ
る
。

▽ 

身
体
に
障
が
い
の
あ
る
方

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
４

級
）
で
、
現
住
居
で
の
生
活
が

困
難
で
あ
る
。

▽ 

家
賃
が
収
入
（
所
得
と
は
異

な
り
ま
す
）
の
４
割
を
超
え
、

支
払
い
に
困
窮
し
て
い
る
。

❸ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行

為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
こ

と
そ
の
他　

▽
す
で
に
高
齢
者
住
宅

入
居
申
込
書
を
提
出
し
て
い
る
方

に
は
、
別
途
通
知
し
ま
す
の
で
、

再
度
申
し
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
▽
今
回
の
住
宅
以
外
に
つ
い

て
も
常
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
持
ち
家
の
方
は
、
申
し
込
み
で

き
ま
せ
ん
。

申　

込　

２
月　

日
ま
で
に
、
指

２７

定
の
申
込
用
紙
（
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
明

記
し
、
直
接
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
５
階
☎　
０４２

儿　

儿
９
８
６
１
）
へ
。

３８７

 
募
集
業
務　

生
活
困
窮
者
自
立
相

談
支
援
事
業
①
主
任
相
談
支
援
員

②
相
談
支
援
員

勤
務
時
間　

月
曜
～
金
曜
日
の
う

ち
週
４
日
（
割
り
振
り
は
所
属
長

が
定
め
る
）
、
午
前
８
時　

分
～

３０

社
会
福
祉
協
議
会

非
常
勤
嘱
託
職
員
募
集

午
後
５
時

資
格
等
要
件　
　

歳
定
年
制
の
た

６５

め
、
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
に

２５

生
ま
れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作

（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
）が
で
き
、

相
談
業
務
の
経
験
が
あ
り
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

※　

①
に
つ
い
て
は
、
社
会
福
祉

士
等
の
資
格
を
有
す
る
方

報
酬
（
月
額
）　

①　

万
６
千　

２２

８００

円
②　

万
１
千　

円

２０

７００

募
集
人
数　

各
１
人

採
用
予
定
日　

４
月
１
日
（
水
）

要
項
（
申
込
書
）
配
布
・
受
付　

２
月　

日
（
月
）
～　

日
（
金
）

１６

２７

午
前
８
時　

分
～
午
後
５
時
（
土

３０

曜
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
社
会
福

祉
協
議
会
で
。

　

要
項
は
配
布
期
間
中
に
限
り
、

同
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp

://m
em
b
ers.jco

m
.h
o
m
e.n
e

.jp
/ko
ga
n
eish

i-sya
kyo
/)

か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※　

申
込
書
類
等
は
、
受
験
者
本

人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

社
会
福
祉
協
議
会
（
福

祉
会
館
２
階
☎　

儿　

儿
０
２
９

０４２

３８６

４
）

 　

積
雪
や
路
面
凍
結
な
ど
に
よ

り
、
ご
み
・
資
源
物
収
集
の
大
幅

な
遅
れ
や
収
集
困
難
な
地
域
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
中
に
収
集
で
き
る
よ
う
努

め
ま
す
が
、
収
集
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
収
集
日

の
午
後
５
時
の
時
点
で
未
収
集
の

場
合
に
は
、
次
回
の
各
収
集
日
に

お
出
し
い
た
だ
く
よ
う
ご
理
解
・

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　

ご
み
対
策
課
清
掃
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
３
５
）

０４２

３８７

荒
天
時
の
ご
み
の

未
収
集
に
ご
理
解
を

　

玉
川
上
水
人
道
橋
設
置
工
事
を

３
月
末
の
完
成
に
向
け
て
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
工
期
を
７
月
末
に

延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
先　

道
路
管
理
課
工
事
係

（
☎　

儿　

儿
９
８
５
５
）

０４２

３８７

 　

市
民
課
（
市
役
所
第
二
庁
舎
１

階
）
で
の
手
続
き
の
際
に
は
、
第

三
者
に
よ
る
虚
偽
の
届
け
出
や
証

明
書
の
不
正
取
得
を
防
止
す
る
た

め
、
来
庁
し
た
方
の
本
人
確
認
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
運
転
免
許

な
り
す
ま
し
防
止
の
た
め

本
人
確
認
に
ご
協
力
を

玉
川
上

玉
川
上
水水

人
道
橋
設
置
工

人
道
橋
設
置
工
事事

工
期
を
延
長
し
ま

工
期
を
延
長
し
ま
すす


